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この た び は 、「 ラ イト スタ ッ フ 」 の ゲー ム ソ フ ト を お 買い 上 ( げ い た だ き 、 誠 に あり が と う ご ざい まし た 。 
人 議 : と りあ つか いせ っ 0 

ご 使用 の 前 に 、 こ の 「 取 扱 説明 書 」 を よく お 読み 下さ い 。 
災 m パテ シー デイ ニー ニ ロ ムロ ム し よう じ よ う ちゆ うい 

四 丘 上 CD・HOM* ソ フト 使用 上 の 注意 
①Pc エ ンジ ン 、CD・ ・ROM' な ど ハー ド の 挨 久 及び 動作 

か くき しら  * か よ ょ か な 
関し し て は 、 各 機 に 付属 の 「 取 扱 説明 書 」 を 必ず ご 

熱 読 の 上 で ご 使用 下さ い 。 

  
  

  
  

    

2 の CD・ROM デ ィ ス ク に は 、 表 と 真 が あり ます 。 必 
(の Uiiet し て セッ ティ 
ング し て 下さ い 。 

ちゅ う 
③ ゲ ダー ム フ レ イ 申 に 、CD・ROM* フ レー ヤー の 攻 を 開け た り 、CD・ 
ROW 水 休 に 動 を 与え な いで 下さ い 。 正 常に 作動 出来 

ば あい 
な か っ た り 、 本 体 や ソフ ト を 痛め る 場合 が あり ます 。 

  

2CD・ROM デ ィ スク は 、 音 普 楽 用 CD プレ イヤ ー で は 使用 し な い 
で fe ぃ 。 コン ピュ ー タ 用 デー タ が オー ディ オ 機器 に 悪 影 暫 

ば あい 
を 及ぼ す 場 合 が あり ます 。 

ちゆ うい 

@ 健 康 に 関す る 注意 
て の 使用 は 避け 、 テ レビ 画面 か いら 出来 る だ け 離 れ て ゲー ム を し て 下さ い 。 長 B 

6 | 時 間 こ "と に Os 当 の 集 み を と っ て きい 。 また 、 ご く 燃 に 強い 光 の 刺激 や 、 JPN 
he ほう こく 

を 1 1 現れ る と いう 例 が 0 3 

  
  

on 0 

この CD ロ ・ 昌 OM ディ スク は 、「 あ MM 記 区 股 。。.」 但 用 ソフ ト で す 。 従来 の 
' 己 品 - 過 〇 る = = で は 動作 いた し ませ ん の で ご 注意 くだ さい 。 動作 させ る た 

め に は 、「 選 UPEH SYBTEM A 曲 口 」 か 必要 で す 。   
※ 万 一 製品 に 当社 の 表 任 に よる 不都合 が あり まし た 場合 、 新 し い 製 品 と お 取り 替え いた し ます 。



らら LO 忌 Y 
一 人 の 少年 が 、 相 も 変わ ら お の 手 間際 じき る 細 匠 謗 シト アバ いた 。 

吾 、 少 年 は 陽 を 見 つめ て いた の で は な い 。 その 状 陽 の 向 と う の 、 恐 らく 
は 少年 の 目 が つく りあ げ だ 幻影 、 彼 は 見 証 め で ばい た の だ ろう 。「 
少年 が これ か ら 歩 むべ ぎ 秘 の 流れ に ! 彼 は 今 。 上 0 の 寺 計 識 し 6 の 

7 の 7 

少年 は 生え た 。 そ て 遠い 目 で 、。 彼 の 置 か れ た 立場 を 明 礁 に 
5 誠 / だ 5 

いう 人 へ d3IO な い 。 か cl 
少年 の 名 は ケン プ 。 今 、 後 は 計 放 |i…。 0 

Ho を tacNictl 2 po 
来 を 託す 多 の 子 を 産む 。 何 も か も 大 評 和 だ っ た 。 消 都 ” と 『 ば れる 中 

央 府 に 統治 きれ た この 世界 に は 、 彼 等 \ 人 間 / 達 の 安定 し た 生酒 を 衝 が 
す も の 等 、 何 も な い 筐 だ っ た 。 少なく と も 、 ヾ 肉 叢 (し し むら )? と 呼ば 
れる 異形 の 者 共 が 出現 する まで は … ぶ …。 

ここ へ き て 、 そ の 『 肉 叢 ” 介入 人 々 の 生命 を 脅 

か す 様 に な っ て いた 。 人 々 層 、 鍋 り ヽ 、 き J』 め 議 、 恐れ 7 
人 間 達 は 、 彼 等 が 常に \ 曲 し まれ た 者 共 2 と 誠 ん で きた 柏 族 "を 

肉 叢 か ら 自 分 の 身 を 守る 郊 の “ 桶 ” と 考え る 様 に な っ た 生 清 都 も 、 小 
の 者 が 人 の 住む 処 へ 立ち 入る 事 を 禁 政 し - も っ ぱら 、 獣 族 を | 消耗 品 ? 
と し て 扱う 様 に な の い 二 還 

獣 族 の 者 達 亜人 種 が 、 何 時 頃 ど の 様 に し て 生ま れ で きた の か は 定か で 

な い 。 ジ ュ ツ 族 代表 の 随 人 (さき も り ) と し て 清 都 べ 瑞 かう ンプ に と 
っ て も 、 一 体 自分 が 伺 者 大 の か は 知る 由 も な か っ だ た 8 

   
                 



ゲー ム を 起動 する と 、 タ イト ル 画 面 が 表示 され 

ます 。「 最 初 か ら 」 ま た は 「 続 きか ら 」 の どちら 

か を 選択 し 、 1 ボ タン で 決定 し て 下さ い 。 

回 回 三光 ロジ ョ ククル が 店 まり ) ま 9 下 ロ ピジン ョ の 

ル を 飛ば し た い 場 合 は 、RUN ボ タン を 押し 続け 

て 下さ い 。 ゲ ー ム の 序章 が スタ ー ト し ます 。 一定 

の 手順 を クリ ア す る と 、 オ ー プ ニン グ が 始ま り ま 

二 三 か ら が 見 の クニ ババ タコ Na 9 

  

続 さ か ら 

選ん で T ボ タン を 押す と 、 セ ー ブ し た 箇所 か ら 続 き を 

プレ イ す る こと が で きま す 。 

 



   

   

   

    

      フィ ー ル ド 上 の 主人 公 (ケン ブ プ ) を 動か し ま 
す 。 コ マン ド 選 択 や 戦闘 中 の キャ ラ 選 択 に も 
使用 し ます 。 

加 種 メニ ュー や コマ ンド 選択 、 攻 撃 目標 の 決 
定 に 使用 し ます 。 ま た 、 人 に 話し か けた り 、 
あや し い 場 所 を 調べ る こと が で きま す (会 話 
中 に 押し 続け る と 文字 の 表示 が 高速 化し ます )。 

* 町 の 人 物 は すり 抜け る こと が で きま す の で 、 
人 の 手前 か 重なっ た と き に 【 ボタン を 押し て 
話 を し て 下さ い 。 

  

RUN ボ タン 

中 ボタ ン 

I ボ タン 

ー-SELECT ボ タン 

コマ ンド の キャ ン セ ル や ウイ ンド ウ を 閉じ る 
と き に 使用 し ます 。 ま た 、 あ る 道具 を 入手 す 
る と 、 倍 速 で 歩け る よう に な り ま す 。 

ウイ ンド ウ を 開き ます 。 ビ ジュ アル シー ン 中 
に 押し 続け る と 、 ビ ジュ アル を スキ ッ プ させ 
る こと が で きま す 。 

物品 また は 道具 選択 画面 で 使用 する と 整頓 を 

行い ます 。 

SN
 

 



  

   
   

   

   

  

フィ ー ル ド 上 で の コマ ンド メニ ュー は R UN ボタ ン を 提 

し て 呼び 出し ます 。 十 字 キ ー で 項目 を 選び 、1I ボ タン で 決 
定 し て くだ さい 。 メ ニュ ー に は 以下 の 項目 が あり ます 。 

  

。 
消費 アイ テム や 武器 ・ 防 具 等 の 装備 品 の 事 で す 。! ボタ ン で 物品 を 
決定 し 、「 使 う 」 か 「 捨 て る 」、「 並 べ る 」 を 選択 し て 下さ い 。 パ ー テ ィ 
ー メ ン バ ー 共 通 で 最大 48 個 持つ こと が で きま す 。 持 ち き れ な り し 場合 
は "飛脚 屋 」 に 別 の 村 や 町 に 届け させ る こと が で きま す (15 参 照 )。 
「 並 べ る 」 を 選択 する と 、 8 つの 物品 の 表示 位置 を 交換 する こと が で 
きま す (空白 を 選択 する こと も 可能 で す ) 。 また 、 SELEOT ボ タン 

  

で 物品 を 整理 する こと が で きま す 。 

道具     
        

  

  イベ ント アイ テム の 事 で す 。 I ボタ ン で 道具 を 決定 し 、 使 用 し て 下さ い 。 最 大 16 個 まで 持つ こと が で 
きま す が 、 捨 て る こと は で きま せん 。 物品 」 と 同じ く 「 飛 脚 屋 」 に 別 の 町 や 村 に 届け させ る こと が で き 

され る 物 も あり ます 。 

  

        

      ます (で き な い 物 も あり ます )。 ま た 、 道 具 の 中 に は イベ ント 発生 時 に 自動 的 に 使 
た こ 

気 法 
気 法 を 使っ た り (発動 )、 覚 えた り レ ベル アッ プ さ せる (覚醒 ) こ とき に 使う コマ ンド で す 。 誰 の どの 気 法 
に する か を 決定 し 、「 発 動 」 さ せる か 「 覚 醒 」 さ せる か を 選択 し て 下さ い 。( 気 法 に つい て の くわ し い 
こと は P11 を ご 覧 下さ い ) 

「 物 届 」 に 属す る 武器 や 防具 等 を 装備 する コマ ンド で す 。 キ ャ ラク ター を 選択 し 、 ど の 装備 を 変更 する 
の か を 決定 し て くだ さい 。 な お 、 装 備 可能 な 項目 を 「 何 も つけ な い 」 状 態 に する こと は で きま せん 。 
(画面 に 表示 され る 以外 の 能力 値 の 変化 に 関し て は 「 状 態 」 で 確認 し て 下さ い ) 

    

  

    

  

      

  

  

      
  

  

  
  

    

      
  

  

  

較 武 器 攻撃 に 使用 する 武器 で す 。 画 慎 装備 する と 防御 力 が 上 昇 し ま 
「 気 法 」 で し か 攻撃 で き な い す 。 キ ャ ラ に よっ て は 装備 で 
キャ ラ は 装備 出来 ませ ん 。 き な い 場合 が か あり ます 。 重い 

物 の 場合 は 他 の 値 に 影響 を お 
較 防 具 体 を 護る た め の 防 具 で す 。 キ よ ぼ すこ と が あり ます 。 

ヤラ に よっ て 着れ る 物 と 着れ 
な い 物 が 存在 し ます 。 重 い 防 圏 装飾 「 気 」 を 使用 する 為 に 必要 な 物 
具 を 身 に つけ る と 「 瞬 発 」 が IGt9ie 細 (司る (@ 間 9 
下がる 場合 が あり ます 。 気 」「 護 気 」 に 影響 を 与え ます 。



    柚 議 敵前 居 能 WW 

「 各 個 」 と 「 全 体 」 の 8 つの 項目 が あり ます 。 
画 各個 一 人 分 の 能力 値 表 示し ます 。 気 法 を 使 。 田 全体 パー ティ ー 全 員 の 体力 ・ 気 力 の 現在 値 と 

える キャ ラク ター の 場合 は さら に I ボタ 最高 値 の 一 覧 お よび 、 各 能力 値 を 検索 し 

ン を 押す こと で 覚え た 気 法 の 一 覧 が 表示 た 能力 値 ラ ンク 表 を 表示 し ます 。 

され ます 。 各 値 の 意味 は 下 の 「 能 力 値 に 
ラ W で 」 を ござ 覧 下さ い 。 

「 戦 闘 隊形 」 と 「 会 話 速 度 」 の つの 項目 が あり ます 。 

画 戦 闘 隊形 戦闘 で の 隊列 の 変更 を 行い ます 。 B 種類 の 隊列 の 中 か ら 選 ん で 下さ い 。 
画 会 話 速度 メッ セー ジ 速 度 の 調整 が で きま す 。 全 部 で 5 段階 あり 、 数 字 が 小さ い 程 速度 は 速く な り ま す 。 

  

  

  
  

  

  
    

  

  

    
  

  

    

  

① 名 前 @ 出 身 族 
その キャ ラク ター の レベ ル を 表し ます 。 

異常 あり ませ ん 
戦闘 は ター ン ご と に ダメ ー ジ を 受け 、 移 
動 中 に も ダメ ー ジ を 受け ます 。 

@ 行 石化 し て いる 状態 で す 。 戦 闘 中 に は 行動 で 
きま せん が 、 ダ メー ジ は 受け ませ ん 。 

@ 熱 高熱 マヒ の 状態 で す 。 戦 闘 中 に 行動 で き な 
い ば か りか 、 ダ メー ジ も 受け て し まい ます 。 

⑤ 体 ……「 体 」 に 関す る 数 値 で す 。 攻撃 を 受け る た びに  ⑦ 攻 撃 … キ ャ ラ の 攻撃 力 で す 。 
減少 し て いき ます 。 0 に な る こと 戦闘 中 、 行 動 8 攻 気 … キ ャ ラ の 気 法 を 使用 し た 場合 の 攻撃 力 で す 。 
不能 に な り ま す 。 カ …… 力 の 強 さ を 表し ます 。 

人 @ 気 ……「 気 」 に 関す る 数 値 で す 。 こ の ゲー ム で は 、 普  ⑩ 瞬 発 … キ ャ ラ の すばやさ 、 回 避 の 高 さ を 表 し ます 。 
通 の 攻撃 で も 「 気 」 を 消費 し ます の で 、 敵 の  ⑪ 防 御 … キ ャ ラ の 防御 力 で す 。 
「 肉 叢 」 に 攻撃 を 仕掛 ける た びに 減少 し 、U に  (⑱ 護 気 … 気 法 攻撃 に 対す る 防御 力 の こと で す 。 

な る こ 攻 撃 す る こと が で き な く な り ま す 。 で  ⑱ 面 久 … 特 殊 攻 撃 に 対す る 耐性 の 強 さ を 表し ます 。 
す が 、 戦 闘 中 に 「 防 御 」 す る と 少し だ け 回 復 、 ⑭ 功 夫 ・…「 気 」 の 熱 練 度 の こと で す 。 この 数 値 が 「 肉 業 」 

王 する こと が で きま す 。 に える 拓 次 の ダメ ー ジ に 東和 え ます 。 / 

2   

  

  

  

  

  

  

    

  

  

        
              

 



  

   

    

   

キャ ラ 名 ・ 格 ・ 状 態 
体 : 現 在 値 / 最 高値 
気 : 現 在 値 / 最 高値 

消費 気 法 値 

    

行動 中 の 
キャ ラク ター の 顔 

フィ ー ル ド 上 や 洞窟 を 歩い て いる と き に 敵 の 「 肉 業 」 に 遭遇 する と 、 上 の よう な 戦闘 画面 に 切り 替 わ 
り ま す 。 基本 的 に その 戦闘 中 で 「 瞬 発 」 の 値 の 高い キャ ラク ター か ら 攻 撃 を 開始 し ます 。 ま た 、「 肉 

叢 」 に 不意 討ち を を され る と きも あり ます し 、 逆 に こち ら が 「 肉 開 」 の 不意 を つく こと も あり ます 。 

単 X 局 用 コマ ンド 

RI 

武器 に よる 攻撃 と 、 気 法 を 使用 する コマ ンド で す 。 コ マン ド 選 択 後 、 ど の 敵 に 攻撃 する か を 1 ボタ ン 
に て 決定 し て 下さ い 。 武器 に せよ 気 法 に せよ 「 気 」 の 値 を 消費 する こと に な り ま す (武器 攻撃 で も 「 気 」 
を 消費 する の は 、「 武 器 」 と いう 物体 に 「 気 」 を 送り 込ん で 攻撃 する か ら で す )。 ま た 、 気 法 で 「 体 」 
の 値 を 回 復 し た りす る 場合 も この コマ ンド を 使用 し ます 。     

主人 公 達 の も う ひ と つの 姿 、「 獣 」 に 変身 し て 攻撃 する コマ ンド で す 。 使用 の 際 に は 一 定 の 「 気 」 の 値 
を 消費 し ます 。 ( 獣 化 攻 撃 に 関す る くわ し いこ と は P10 を ご 覧 下さ い ) 

人 の キャ ラク ター が 協力 し て 行う 特殊 攻撃 で す 。 絶 大 な 攻撃 力 を 発揮 する こと が で きま す が 、 大 量 
の 「 気 」 を 消費 する た め 、 使 用 に は 注意 が 必要 に な り ま す 。 (合体 攻撃 に 関す る くわ し いこ と は 10 
を ご 覧 下さ い )



拓 環 防御 

身 の 護り に 専念 する こと で 、 自 分 が 受け た ダメ ー ジ を 減少 させ 
ます 。 ま た 、 こ の コマ ンド を 使用 する こと で 、「 気 」 の 値 を その 
キャ ラク ター の 「 耐 久 」 の 値 だ け 回 復 す る こと が で きま す 。 

  

陣 馬 | HHIRERESRESMRNNSNIWNOB2MOSeRa 

消費 アイ テム を 使用 し ます 。 こ の コマ ンド を 選ぶ て 現在 持っ て 
いる 物品 の 一 覧 が 表示 され ます の で 、 使 いた い 物 を 選ん で T ボ 
タン で 決定 し て 下さ い (物品 の 使用 に も 「 気 」 を 消費 する 場合 
も あり ます )。 

  問 還 本 5[ 

戦闘 か ら 離脱 する コマ ンド で す 。 た だ し 、 い つも 逃げ られ る と は 限り ませ ん 。 逃 1 

  

  

その ター ン 中 は 「 肉 叢 」 の 攻撃 を 一 方 的 に 受け る こと に な り ま す 。 
に 和 失敗 し た 場合 、 

  と 

単 識 不 態 に な っ た 時 は ………・ 
「 体 」 の 値 が 0 に な る と 戦闘 不能 状態 と な り 、 

戦線 か ら 離 腕 し て し まい ます 。 戦 闘 が 終わ る 

と 復活 し ます が 、「 体 」 の 値 が 1 し か 残っ て 

いま せん の で 、 薬 草 や 気 法 で 回 復 し て 下さ い 。 

パー ティ ー 全 員 が 戦闘 不能 状態 に な が る と ゲ 

ー ム オー バー に な り 、 セ ー ブ ポ イン ト ま で 戻 

され て し まい ます 。 セ ー ブ は 宿屋 で し か で き 

ませ ん (「 壁 に 落書 きす る 」 と いう 例外 も あり 

ます ) の で 、 戦 闘 中 に 「 体 」 の 値 が 少な く な っ 

チー こま め に 回 復 し まし ょ う 。   
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獣 化 攻 撃 
主人 公 達 「 獣 族 」 は その 名 の 通り 、「 獣 」 に 変身 する こ 

と が で きま す 。 あ る 一 定 の 「 気 」 の 値 を 消費 し な けれ ば 
な り ま せん が 、 獣 化す る こと で 通常 より 大 き な ダ メー ジ 

を 与え た り 、 特 殊 効 果 を 与え る こと が で きま す 。 キ ャ ラ 

クタ ー の 所 属す る 部 族 に よっ て 、 戦 闘 に 発揮 で きる 能力 が 違い ます 。 
「 獣 化 」 の コマ ンド に カー ソル を 合わ せる と 、 消 費 気 法 値 欄 に 数 字 が 表示 され ます 。 
この 数 値 が 獣 化 に 必要 な ポイ ント で す 。 そ こ で TI ボタン を 押し 、( 必 要 で あれ ば ) 攻撃 
目標 を 選択 し て 再度 ボタ ン を 押し て 決定 し て 下さ い 。 

合体 攻撃 
主人 公 達 は 2 人 の 「 気 」 を 融合 させ る こと で 、 強 力 

な 合体 攻撃 を 行う こと が で きま す 。 し か し 大 量 の 「 気 」 
を 消費 し な けれ ば な ら な い 、 同 時 に 2 人 の ター ン が 終 

了 し て し まう 、 と いう ペナ ル テ ィ が ある の で 、 使 用 に 

は 注意 が 必要 で す 。 状 況 を よく 考え て 使用 し て 下さ い 。 

また 、 ミ の 攻撃 は 「 格 」 が 上 上 が る ミ と に よう で 〈 く パワ ー 

アッ プ す る こと も あり ます 。 
「 合 体 」 を 使用 する と き は 、 誰 と 合体 攻撃 を 行う の か 
を 選ん で か ら 1 ボタ ン を 押し て 下さ い 。 た だ し その タタ 

ー ン 中 、 す で に 攻撃 が 終了 し て いる キャ ラク ター を 選 
ぶ こ と は で きま せん 。 キ ャ ラ の 組み 合わ せ に よっ て グ 

ラフ ィ ッ ク や 効果 が 変わ っ て きま す の で 、 そ の 状況 に 

応じ た 戦略 を た て て 下さ い 。 

な お 、 消 費 気 法 値 は キャ ラク ター の 「 格 」 に よっ て 

人 介 陣 まお 9 

 



「 ア ルナ ム の 英 」 の 世界 で は 、 気 法 を 使う こと を 「 発 

動 」 と 呼び 、 気 法 を 覚え た り 、 覚 えて いる 気 法 を さら 

に パワ ー ア ッ プ させ る (な か に は パワ ー ア ッ プ し な い 

気 法 も あり ます ) こと を 「 覚 醒 」、 と よび ます 。「 発 動 」 
も 「 覚 醒 」 も 、 通 常 コ マン ド の 「 気 法 」 を 使用 し ます 。 

誰 の 気 法 を 使う の か を 決定 し 、 気 法 を 選ん で か ら 、「 発 

動 」 さ せる か 「 覚 醒 」。 さ せる か を 選択 し て くだ さい 。 

気 法 は 「 格 が 上 が る 」( レ ベル アッ プ ) 時 に 覚醒 する 

も の で は あり ませ ん 。 覚醒 可 能 か どう か は 、「 覚 醒 イ ンジ ケー タ 」( 下 写真 ) を 参照 し 

て 下さ い 。 これ が 赤 か ら 青 に 変化 し て いれ ば 、 覚 醒 可 能 な 気 法 が ある 、 と いう こと に 

な り ま す 。 どの 気 法 が 覚醒 する か は 自分 で コマ ンド を 使用 し て 

探し て みて 下さ い 。 

「 気 法 」 と は 精神 を 集中 する こと に よっ で 発生 させ る カカ の こと で 、 キ 肖 
ャ ラク ター 達 は この 「 気 」 の 力 を つか っ て 「 肉 叢 」 と 戦っ て いき ます 。 : 

武器 を 使っ て 攻撃 する 場合 で も 、「 武 器 を 通し て 気 を 送り 込む 」 と いう 
愛 か ら 、「 気 」 の 値 を 消費 する こと に な っ て いま す 。 獣 化 や 合体 攻撃 

に も も ちろ ん 「 気 」 の 値 を 消費 し ます 。「 気 」 が 0 に な っ て し まう と 攻 
撃 を 行う こと が で き な く な っ て し まい ます の で 注意 し て 下さ い 。 ま た 、 
戦 園 中 「 防 御 」 す る こと で 「 気 」 を 「 耐 久 」 の 値 だ け 回 復 す る こと が 

ぐ き ます 9。 

   
  

  

      

  

この 世界 に 出没 する 謎 の 異形 の 怪物 、 そ れ が 「 肉 

業 」 で す 。 生命 を 持つ も の を 無 差 別に 襲 うた め 、 

住民 は この 脅威 に さら され な が ら 生 活 し て いま す 。 

2700 年 $ 昔 か ら 存 在 が 確認 きれ て いま す が 、 い っ 

た い ど こ か ら 、 何 の た め に 現れ た の か 、 い っ さき さい 

が 謎 に 包ま れ て いま す 。「 肉 叢 」 の 謎 を 解き あか 

すこ と は 、 こ の 世界 の 謎 を 解く こと に な り ま す 。 

      7



了 2 

この 世界 で は お 金 の こ 

と を 「 露 夢 」( ロ ム ) と い 

う 単 位 で 表し ます 。 こ の 

「 露 夢 」 を 使用 する こと で 

物品 の 売買 が で きる よう 

居 な が り ま 9 

  

関 出張 役場 
「 肉 叢 」 を 倒す と 「 清 眼 石 」 と いう 道具 が 、「 肉 叢 」 の 邪悪 な カカ 
を 吸収 し ます 。 出張 役場 で は この 「 清 

され ます 。 「 肉 業 」 を 倒す だ け で は   金 」 と いう 形 で 報 丁 金 が 渡 
青眼 石 」 を 調べ て 「 歩 合 給 

「 久 夢 」 は 手 に 入り ませ ん の で 、 お 店 に 用 が ある と き は この 「 出 
張 役場 」 に 立ち 寄る こと を 忘れ な いで 下さ い 。 
  

  

  

に ・ 
  

「 体 」 と 「 気 」、」 お よび 状態 を 回 復 
させ る こと の で きる 場所 で す 。 
「 宿 泊 」 する こと に よっ て 、 「 体 」 
と 「 気 」 を 回 復 さ せる こと が で き 
ます 。 また 、 「 毒 」「 熱 病 」 「 石 化 」 
の よう に 状態 に 異常 を を た し た 

      

  

      

場合 、「 静 養 」 す る こと に よっ て 、 

較 久信 科 き 必 
「 タ ムタ ム 」 と 呼ば れる 食 

用 家畜 を 料理 する 、 清 都 

こし か な い 専 門 店 で す 。 
こ で 食事 を する と 「 体 

「 気 」 が 全快 し ます 。       

  

武器 、 物 品 等 を 購入 で き 
ます 。 カ ウン ター で は 武 
器 と 防具 お よび 装飾 品 、 
物品 (消費 アイ テム )、 自 
動 販 売 か らく り 器 で は 物 
品 を 売っ て いま す 。 

  

「 体 」、「 気 」 と 共に 状態 を 回 復 さ 
せる こと が で きま す 。     

  

  
( 計 fwwg 

公 達 が これ か ら 向 か う 町 や 村 へ 、 そ の 
半日 し て 
送る 事 が で きま す 。 道具 や 物品 は 一 つ 送 る 
た びに 露 夢 が 必要 に な り ま す (受け 取り は 
無料 で す )。       

 



  

  

済 明 右 
「 清 眼 古 」 は 、 ゲ ー ム 冒頭 で こ 

の 世界 の 最高 権力 者 「 清 交 マ リ 

エー ン 和 皇女 」 か ら 授 か る 特別 な 

道具 で す 。 
この 「 清 眼 石 」 は 「 肉 叢 」 か 

ら 邪 悪 な 力 を 吸収 し 、 キ ャ ラク 
ター の 「『 戦 歴 」( 経 験 値 ) と し て た め て お く こ と と が で きま す 。「 道 具 」 

コマ ンド で 「 使 う 」 と 、 そ の キャ ラ の 現在 の 戦歴 を 表示 し ます 。 き 

ら に これ を 『 出 張 役 場 」 に 持っ て 行く と 今 ま で 倒し た 「 肉 叢 」 の 分 
だ け 、 報 酬 を も ら う こと が で きま す 。 

また 、 主 人 公 達 「 獣 族 」 は 人 間 達 か ら 蔵 まれ て いる た め 、 人 間 の 

居 佳 地 に 出入 りす る こと と を 禁じ られ て いま す 。 し か し 「 清 眼 石 」 を 

持っ て いれ ば それ ら の 場所 に も 自由 に 出入 りす る こと が で きる よう 

    

  に な り ま すず す 。   
  

す 。 主人 公 達 12 人 は 幾つ か の パー ティ 

ー を 作っ て いる た め 、 自 分 達 の 知ら な 

MS の iG 介 昌 G る 2 ニク 主 が 

存在 し て いま す 。「 透 幻 鏡 」 は そう いっ 

た 別 パ ー テ ィ ー の 行動 を 知る こと が で 

きる イベ ント 用 の アイ テム で す 。 

味 278 き 呈 自 軸 生 還 ヨ マジ ンド で! 使う と 、 

世界 地図 を 見 る こと が で きま す 。 

4 の 「 清 眼 石 」 と 同様 に 、 ゲ ー ム 冒頭 で マ 
2 フ 銘 リエ ー ン 畠 女 か ら 授かる 特別 な 道具 で 

     

  
  

2 ぢ 
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ケン ブ 
(ジュ ツ 族 ) 

この ゲー ム の 主人 公 。 

冒頭 で 、 自 分 の 未熟 さ 

逆 、 師 匠 で ある オウ ケ 

シン を 死な せ て し まい \、 

彼 や 自分 の 両親 の 仙 を 

と る 為 に 、 村 の 代表 と 

な る 。 少し 短気 で 、 単 

純 な 処 が ある が 、 意 志 

が 強く 、 間 違っ て いる 

事 は 許せ な い 。 異性 に 

あま り 慣 れ て いな い の 

で 、 ス ズ メ 姉さん に か 

ら か われ る 事 も ・…・。 

17 オ 。 犬 に 獣 化 する 。 

( 声 : 森川 智之 ) 

 



ュ
ー
 

      

   
ト エ イ 

(ボウ 族 ) 

口 は 悪い が 、 人 の 為 に 
涙 を 流せ る 心 優し い 少 

女 。 彼 女 も 、 村 に 複雑 
な 想い を 残し て 清 都 へ 
赴 い て いる 。 ち ょ っ こと 

気 が 強 く 、 す ぐ 言 葉 に 
出し て し まう 為 、 い ざ 
こざ を 起こ し や すく 、 
誤解 を 受け や すい 。 か 
わい い 顔 を し て いる が 、 
戦闘 で は 意外 と 強く 、 
か な り 役 に た っ て くれ 
る だ ろう 』1/ ま 旨 兎 尽 

獣 化す る 。 
( 声 : 冬馬 由美 ) 

5
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ジャ ウッ コ 
強 さ で は 他 の 獣 族 を 圧 
倒す る ほど の 力 を 持っ 
て いる 。 だ が 、 い か ん 
せん 強 さ だ けが 出 ば っ 

、 頭 が か つい て いか な 
いこ と が 多い 。 さ ら に 、 
か な り 短 気 で 喧嘩 っ ぱ 
や い が 、 反 面 、 ド ジ で 
三 枚 目 な 処 も ある 。 だ 
が 、 そ の 強 さ と 男 ら し 
さ で 、 頼 り し に され や す 
い 。 た だ 、 妹 の マト ラ 
に は 時 い 。g3 才 。 虎 に 
獣 化 する 。 

( 声 : 千葉 繁 ) 

 



  

バッ ソ 
息 で 、 ず る が し こく 、 
強い 者 に 尻尾 を 振っ て 
生き て いる 男 。 見 た 目 
に も 如 実 に 表れ て お り 、 
あま り 良 い 印 象 は 受け 
られ な い 。 だ が 、 種 族 
故 の す ば し っ こさ こと 、 

その 素晴らし い 盗み の 
妙技 は 、 後 々 大 い に 役 
だ Ge れる 太る 
和 ツ 本 半ば 和良 肉 后 光 
ビ で ある 。 18 才 。 還 に 

獣 化 する 。 
( 声 : 二 又 一 成 ) 

ィ ク
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トバ リ 
(ユウ 族 ) 

真 面 肌 で 、 さ わ や か な 
好 青 年 。 お まけ に 顔 が 
いき で いる 。 ケン 
ブ の 兄貴 分 的 な 存在 と 
な っ て 行動 し て いく が 
何故 か あま り 目 立た な * 
い 。 や は り 、 他 の 仲間 
の 個性 が 強 す ぎる か ら 
な の だ ろう 。 だ が 、 や 
は り 彼 の 飛行 能力 が 、 

後々 役に立つ 時 が 来 そ 
うだ 。 シ ン 族 を 除い て 、 
空 を 飛べ る 者 は 彼 だ け 

な の だ か ら 。19 才 。 鳥 
に 獣 化す る 。 

( 声 : 松本 保典 ) 

  

    

    

   

            

   

 



  

元気 で 、 し っ か り 者 の 
お 姉さん 。 個性 の 強い 
彼ら を まとめ る 役目 に 
廻る 事 が 多い 。 つ い 最 

近 、 父 で あり 、 村 の 長 
で も あっ た バテ イ を 亡 

くし 、 後 を 継ぐ 形 で 代 
表 と な っ た 。 彼女 に と 

Gi 寺 人 の 2 は 二 司 (@ 
も 大 き な 悲 し み だ っ た 
は ず で ある 。 し か し 、 
それ を 表 に 出さ ず に 明 
る く 振 る 舞 え る 処 が 、 
彼女 の 強 さ な の だ 。 1 
才 。 馬 に 獣 化す る 。 

( 声 : 篠原 恵美 ) 

49



EE 
ヒビ エン 
(モウ 族 ) 

十 二 神 徒 中 最 年 少 。 頭 
が 良く キレ る 分 だ け 、 
結構 プラ イド が 高く 、 
良く 言え ば 自信 家 。 悪 

く 言え ば 高慢 ち き で あ 
る 。 種族 的 な 特徴 で も 
ある が 、 彼 の 場合 は 、 
も っ と 個人 的 な 事 らし 
い 。 か な り い や みっ ぽ 
い 事 を ず け ず け 言う が 、 
まだ まだ 少年 の 域 は 越 
えら れ な いよ う で ある 。 
16 才 。 猿 に 獣 化 する 。 

( 声 : 田中 真弓 ) 

    

    

   

        

   
   

20



   

                      

ヨウ ガン 
気弱 で 腫 病 。 争 い を 好 
まず 、 人 を 傷つけ る の 
を 極端 に 嬢 う 。 元 ん 獣 
族 の 中 で は 、 最 も 温厚 
な 種族 で 、 代 表 に も 誰 
一 人 と し て 進み 出る 者 
は いな が うた さい 3②5 
だ が 、 や は り そ ん な 肛 
病 さ の 裏 に は 、 人 一 倍 

の や さ し さ が ある の だ 。 
の や さ し さ が 、 あ だ 
な ら な けれ ば 良い が 

Lo c 可 才 。 羊 に 獣 化 
する 。( 声 : 桜井 敏治 

2r7
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タラ ンダ 
( シ 族 ) 

ちょ っ と 妖しい 感じ の 
する 、 直 出 度 の 高い お 

姉 さ ま 。 男 を い ぢ め て 
か ら か う の が 趣味 らし 
く 、 ト バリ 君 な ど は 、 
結構 いい 遊び 相手 に さ 
れ て る よう で ある 。 で 
も 、 本 当 は 他人 想い の 
や さ し い 心 の 持ち 主 で 、 
悲し い 過去 を 背負 っ て 
代表 に な る 。 や さ し さ 
と 甘やかす 事 は 違う 、 
と いう 事 を 知っ て いる 

強い 人 。 5 才 。 蛇 に 獣 
化す る 。 

声 : 真柴 摩利 ) 

 



  

ギコ ユウ 
(チュ ウ 族 ) 

記 必 凡 め 寺 き まる で 岬 

の よう な 存在 感 を 持っ 

て いる 男 。 だ が 、 そ の 

巨 体 と は 裏腹 に 、 と て 

も や さ し い 心 を 持っ て 
いる 。 あ まり 舞 み どこ 

ろ の な い 性 格 で 、 口 数 

  

  

も そん な に 多く な い 為 、 
何 を 考え て る の か よく 

わか ら な い 。 だ が 、 戦 
いと な れ ば 、 そ の 怪力 
が と て も 頼り に な る 男 
で ある 。 7 オ 。 和 牛 に 獣 
化す る 。 

( 声 : 平田 康之 )   

        

フク



ププ 

ラン チョ 
(ガイ 族 ) 

と に か く 、 単 純 明解 。 
細か い 事 は 考え ず 真 っ 
直ぐ 突き 進む 、 猪 突 括 

進 を 人 生 で や っ て し ま 
る で UY る お や じ 証 埋 厨 
神 徒 の 中 で 、 唯 一 の 妻 
子持ち 。 ど ん な 危険 な 
時 で も 、 何 も 考え な い 
で 突っ 込ん で いく の で 、 
と て も 心配 な お や じ だ 
が 、 そ れ が 怪我 の 功名 
に な る こと も 。 35 才 。 

猪 に 獣 化 する 。 
( 声 : 西村 知道 ) 

 



  

リョ ウス イ 
(シン 族 ) 

全て が 謎 に 包ま れ て い 
る 幻 の 種族 。 こ の 世界 
の 様々 な 謎 の 鍵 を 握っ 
て いる と 思わ れる 。 知 
識 、 強 さ 、 そ の 他 様々 
な 能力 全て に お いて 、 
他 の 獣 族 を 凌 熊 し て お 
り 、 そ の 獣 化し た 姿 は 、 
幻想 的 な まで に 美しい 
らし い 。 た だ 、 今 は も 
う 、 そ の 姿 を 見 た 者 は 
いな いと 言わ れ て いる 。 
年 齢 不詳 。 龍 に 獣 化 す 
る 。 声 : 速水 奨 ) 

2
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の ジュウ ケイ の 町 
@ ガ イ 族 の 村 
@ ス 族 の 村 
の ⑳ チ ュ ウ 族 の 村 
⑥ ギ ホウ の 町 

ダイ ホウ の 村 
@ イ ン 族 の 村 
ジュ ツ 族 の 村 
⑨ ユ ウ 族 の 村 
⑩ ウ ー シ ェ ン の 村 

⑩ モ ウ 族 の 村 
@ ミ 族 の 村 
@ 清 都 
⑯ ゴ 族 の 村 

⑯⑮ ボ ウ 族 の 村 

  
⑯ ゴ ウ セ ン の 町 
ロン シン の 村 
スザク の 村 

⑯ シ 族 の 村 

] 

| 
| 

| 
AND た お お SDE 還



シン 1 ロー ム ほ か ん じょう 553 い 

CD-HOM デ ィ ス ク 保管 上 の 注意 

  

読み 取り 箇 (レー ベル 面 の 皮 対 
側 の 光っ た 面 ) を 汚さ な いよ うに 注意 

て < くだ さい 。 治 れ た 場合 は 、 や わら か い | 3 
大 で 、 中 心 部 か ら 外周 部 に 向かっ て 放映 

状 に 軽く 拭き と っ て くだ さい 。 | 
  

  

シー テイ ー 
@C ロ - 日 OM ディ スク に キズ を つけ な | 。 
いよ うに し て くだ さい 。 ケ ー ス か ら の 出 
し 入れ の 際 は 、 こ すり キズ を つけ な いよ 
ラ 、 特に 注意 し で くだ さい 。 

  

  

@ レ ー ベ ル 面 に 、 鉛 筆 や ボー ル ペ ン な ど 
で 支 字 を 書い た り 、 シー ル 等 を 貼ら な い 
で くだ さい 。 読み 取り 面 に キズ を つけ る 
負 れ が あり ます 。 〇 D-HOM デ ィ ス ク を 
曲げ た り 、 セ ンタ ー 孔 を 大 きく し な いで く 
淵 さり 8 

  

  

@ ブ レイ 後 は 元 の ケー ス に 入れ て 保管 
し て < だ さい 。 また 、 DD-HOM デ ィ ス 
ク は 、 高 漁 、 高 混 の 場所 に は 保管 し な い 

  

で 7 湯 き 0       
※ こ の ディ スク を 無断 で 複製 する こと 、 及 び 賃 貸 業 に 使用 する こと を 禁じ ます 。



   
  

記 呈 株 式 会 社 ライ スタ ッ フ 
〒140 東京 都 品 川 区 西大井 5-10-10 品川 HS ビ ル TEL.03-3778-5131 

ゲー ム の 内 容 に 関す る ご 質問 は BI 円 切手 を 同封 の 上 、 上 記 住 所 「 費 ライ トス タッ フ ユー ザー サポ ー ト 」 
まで お 願い 致し ます 。


